
研究について
近年、地球環境の保護、光触媒材料であるTiO2は環境の負

荷物質でもないことは良く知られている。TiO2の用いた光触媒
反応の最も大きな問題点の一つは吸収波長が主に紫外光領域
を利用できことである。これまでにもTiO2の可視光応答化の研
究は盛んになされていた。私の研究テーマは「MCTと熱的プ
ロセスによる光触媒複合薄膜の作製およびその可視光と高性
能化」である。つまり、MCTと熱処理法によって、可視光と
高性能の光触媒薄膜を作ります、その後，この可視光と高性
能化を分析します。また、構造の要因が性能に影響をシミュ
レーションの解析します。
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